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ネ 宋

ね ね

い

”争

‥

と
話

Ｌ
か
け
れ

ば

・争

‥
と
言
子

の
か
え
る

あ
た
た
か
さ
。
」

奥
理
事
長
か
ら
、
百
歳
の
記
念
品
を
受
け
る
小
川
ち
よ
さ
ん

理
　
事
　
長

奥

土
目

挨
拶
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
珠爾
語
に
「礼
の
用
は
和
を
貴
し
と

な
す
」
と
示
さ
れ
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
お
互
い
の
敬
意
や
親
愛
の
情
を
挨

拶
や
態
度
で
表
わ
す
こ
と
が
人
の
倫
で
あ
る
と
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
動

物
の
社
会
で
も
、
敵
意
や
攻
撃
性
の
な
い

」と
を
挨
拶
や
行
動
で
表
現
し
、

お
互
い
の
関
係
を
上
手
に
保
っ
て
生
き
て
い
る
姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

挨
拶
の
大
切
さ
を
今
更
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
古
人
は
挨
拶
の
二

原
則
と
し
て
「
い
つ
で
も
笑
顔
で
、
明
る
く
大
き
い
声
で
、
相
手
よ
り
先
に
挨

拶
し
続
け
る
こ
と
」
と
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
親
と
し
て
わ
が
子
に
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
を
生
き
ぬ
く
た
め
必
須
の
習
得
マ
ナ
ー
と
し
て
、
挨
拶
の
大
切

な
こ
と
を
幼
い
頃
か
ら
躾
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
の
に
最
近

で
は
親
子
平
等
意
識
か
ら
で
し
ま
つ
か
…
”

お
父
さ
ん
オ
ハ
ヨ
ウ
ゴ
ザ
イ
マ

ス
。お
母
さ
ん
オ
ヤ
ス
ミ
ナ
サ
イ
。お
じ
い
ち
ゃ
ん
コ
ピ

一チ
ワ
・お
ば
あ
ち
や
ん

ア
リ
ガ
ト
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
不

・が
な
ど
基
本
的
な
躾
が
で
き
て
い
な
く
無
頓
着

で
育
て
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
残
念
で
す
。

数
秒
間
の
挨
拶
ら
で
そ
の
人
の
人
間
的
な
力
量
ま
で
測
ら
れ
る
の
で

す
。
挨
拶
は
一度
身
に
つ
け
れ
ば
習
慣
と
な
り
ま
す
。
更
に
レ
ベ
ル
の
局
い
挨

拶
が
で
き
れ
ば
、
身
に
つ
い
た
大
き
な
財
産
と
な
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
私
達
の
遠
い
祖
先
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
の
挨
拶
…
…
い
わ

ば
、
お
互
い
に
、毎
日
暮
し
て
い
く
た
め
の
潤
滑
油
と
で
も
い
っ
た
尊
い
働
き

を
し
て
い
る
の
で
す
。

「陽
風
園
を
訪
ね
ま
し
た
ら
職
員
の
皆
さ
ん
明
る
く
挨
拶
し
て
暖
か
く

迎
え
て
く
だ
さ
れ
入
園
し
や
す
く
、
用
件
も
ス
ム
ー
ズ
に
済
ま
せ
る
こ
と
が

で
き
て
い
い
雰
囲
気
で
す
ね
…
」
と
、
一面
わ
れ
ま
す
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。
毎
日
毎
日
の
尊
い
累
積
行
為
が
時
折
訪
ね
ら
れ
ま
す
人
に
、
即

評
価
さ
れ
る
の
で
す
。
凡
事
徹
底
、
素
直
で
謙
虚
な
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
自

ず
か
ら
挨
拶
が
で
き
人
間
関
係
の
調
和
が
保
た
れ
て
い
く
の
で
す
。

さ

つ

|、 ′こ liゝ
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陽 風 園 だ よ り 第 50号

○
第
１
号

（平
成
三
年
十

一
月
）

就
任
に
当
た
っ
て

第
九
代
理
事
長
　
　
安
田
　
隆
明

創
始
者
小
野
翁
の
生
誕
百
五
十
年
、
当

園
開
設
百
二
十
年
の
意
義
あ
る
年
に
当
た

り
、
図
ら
ず
も
理
事
長
の
重
任
を
拝
命
致

し
ま
し
た
。

○
第
２
号

（平
成
四
年
五
月
）

小
野
太
三
郎
翁
生
誕
百
五
十
年
記
念
植
樹

平
成
三
年
が
、
陽
風
園
の
園
祖
小
野
太

三
郎
翁
の
生
誕
百
五
十
年
に
当
た
る
こ
と

を
記
念
し
て
、
Ｈ
月
１８
日
現
陽
風
園
の
正

面
中
庭
に
お
い
て
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
日
、
そ
の
偉
業
の
礎
を
踏
襲
す
る
私

た
ち
は
、
園
祖
の
思
し
召
し
を
教
行
こ
そ

す
れ
、
決
し
て
絶
や
す
こ
と
な
く
長
く
保

ち
続
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
レ
ー
ル
に
沿

っ
て
歩
を
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

再
認
識
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

※
平
成
五
年
五
月
五
日

「私
た
ち
の
信
条
」
制
定

ネ
性
ち
の
信
茶

一

牟

弩

は
先
奈

立

答

な
い
だ
午

姿

村

″

」

利
彎
τ

一仁
永
オ
ン
一斗

本

年

よ

ャ
ネ

け
ま
す

一　

熟
た
ち
に
一筍
社
Ｏ
Ｌ
鯨
」「
一・う
使
オ

ン
τ

′で
世

の

お
谷
お
口
が
政
家
呑
ネ
“ニ
サ

一　
ネ
た
ち
は
和
を
帝
び

信
な
ネ
じ
協
刹
ヂ
つ
と

友
睛
ｏ始
勿十
て
本
仕
う
仕
を
来
し
ま
す

一　
れ
た
ふ
ょヽ
■
キ

そヽ
本
構
の
な
ら
ぞ
あ
る
Σヽ
！

争
多
し
対
お
と
メ
■
子
一二
ひ

しヽ
■
オ

一
私
衡
“
ぢ
民
（家
」パ
序
た
体
確
後
の

も
と
心
を
Ｆ
し
未
た
の十
議
そ
ル
す
今

○
第
５
号

（平
成
五
年
十

一
月
）

第
三
万
陽
苑
オ
ー
プ
ン

か
ね
て
か
ら
金
沢
市
三
小
牛
町
に
建
設

中
で
し
た
第
三
万
陽
苑
が
よ
う
や
く
完
成

し
、
七
月

一
日
に
正
式
に
オ
ー
プ
ン
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
三
万
陽
苑
は
、
「陽
風
園
整
備
計
画
」

）

の

一
環
と
し
て
、
万
陽
苑
入
所
者
の
生
活

環
境
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
に
よ

っ
て
地
域
福
祉
に
貢
献

す
る
こ
と
を
主
目
的
に
、
昨
年
の
六
月
か

ら
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

月

）

０

Ｏ

　
　
Ｄ
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

日
本
人
女
性
初
の
宇
宙
飛
行
士
の
向
井

千
秋
さ
ん
が
十

一
月
二
十
九
日
来
園
し
、

講
堂
を
埋
め
た
お
年
寄
り
に

「
日
本
人
女

）

□

囲

日

○
第
１
号

（平
成
三
年
十

一
月
）

「陽
民

一
京
」
そ
の

一

不
足
議
な
右
縁
の
も
ど
、
織
員
、
ハ
看
者

と
も
―モ
姜
社
の

一
家
な
り

○
第
２
号

（平
成
四
年
五
月
）

汽
員
人
を
待
た
ず

○
第
３
号

（平
成
四
年
十

一
月
）

格
ネ
を
諸
れ

○
第
４
号

（平
成
四
年
五
月
）

堪
風
雪
　
乱
雪
に
堪
え
た
方
ク
に
は
、
へ
を

自
ら
が
乱
雪
に
堪
え
て
対
應
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

○
第
５
号

（平
成
五
年
十

一
月
）

杉
象
と
は
薇
手
の
逹
え
な
り
　
政
率
は
杉

象
を
作
持
継
ふ
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

政
手
を
失
す
れ
ば
杉
須
も
あ
り
得
な
い
。

○
第
６
号

（平
成
六
年
五
月
）

晴
貧
は
人
生
の
財
な
り
　
貧
ｔ
き
者
ｌｔ
は

宮ヽ
へ
の
向
上
に
が
あ
り
　
冨ヽ
め
る
者
に
は

久
け
る
選
の
後
み
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。

○
第
７
号

（平
成
六
年
十

一
月
）

職
場
こ
そ
空
に
し
て
そ
な
る
ケ
む
　
女
性

字
宙
飛
行
■
０
ヰ
千
秋
さ
ん
ど
の
対
話
か

＞ら
口に
う
こ
と

○
第
８
号

（平
成
七
年
五
月
）

生
む
こ
と
は
難
ｔ
　
こ
み
を
つて
て
る
こ
と

は
史
に
■
難
な
市
な
り

○
第
９
号

（平
成
七
年
十

一
月
）

喋
る

口
よ
う
閾
く
耳
を
持

つ
べ
ｔ

Ｏ
第
１０
号

（平
成
八
年
五
月
）

惜
ｔ
ま
れ
て
去
る
は
十

ゼ
に
し
て
晟
ま
ｔ

き
限
り
な
り

○
第
Ｈ
号

（平
成
八
年
十

一
月
）

敗
戦
―モ
よ
う
む
き
ａ
き
逍
樵
論
を
手
離
す

安
田
隆
明
前
理
事
長
の
発
案
に
よ
り
平
成
三
年
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た
本
誌

（陽
風
園
だ

よ
り
）
も
、
今
回
で
第
５０
号
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は

そ
の
足
跡
を
辿
り
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
十
数
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。
（当
時
の
記
事
よ
り
抜
粋
）

畢言
秋 万

一
り
ｇ
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第 50号 陽 風 園 だ よ り

性
が
宇
宙
に
行
け
る
素
晴
ら
し
い
世
の
中

が
来
た
の
は
、
皆
さ
ん
が
日
本
や
世
界
に

貢
献
し
て
く
れ
た
お
陰
で
す
」
と
や
さ
し

く
語
り
か
け
ま
し
た
。

○
第
９
号

（平
成
七
年
十

一
月
）

八
ビ
リ
ポ
ー
ト
若
葉
オ
ー
プ
ン

か
ね
て
よ
り
構
想
が
ね
ら
れ
、
金
沢
市

別
所
町
に
建
設
中
で
し
た
ハ
ビ
リ
ポ
ー
ト

若
葉
が
よ
う
や
く
完
成
し
十
月
十
二
日
に

正
式
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

戦
後
五
十
年
記
念
事
業

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
終
戦
以
来

五
十
年
が
経
過
し
、
月
日
の
流
れ
と
共
に

世
代
の
人
々
は
戦
争
の
悲
劇
を
忘
却
の
彼

方
に
押
し
流
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
当

世
代
に
生
き
る
我
々
に
は
終
生
忘
れ
な
い

意
義
深
き
年
で
あ
り
ま
す
。
先
の
戦
争
と

有
縁
あ
る
人
園
者
と
生
活
を
共
に
す
る
職

員

一
同
と
越
し
方
半
世
紀
を
回
顧
す
る
と

）

と
も
に
、
園
の
悠
久
を
祈
念
す
る
こ
と
を

目
的
に
企
画
し
ま
し
た
。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
埋
設

平
成
七
年
七
月
七
日
、
七
が
三
つ
並
ぶ

記
念
す
べ
き
日
に
、
「後
世
の
使
者
に
託

す
小
包
」
と
し
て
、
当
園
納
骨
堂
庭
園
に

て
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
設
し
ま
し
た
。

○
第

１０
号

（平
成
八
年
五
月
）

大
規
模
改
修
工
事
完
成

園
の
整
備
基
本
計
画

（平
成
三
年
六
月

議
決
）
は
、
こ
の
た
び
、
大
規
模
改
修
工

事
を
も

っ
て
、
総
事
業
費
五
十
五
億
四
千

万
円
、
四
年
八
か
月
の
短
期
間
で

一
応
完

了
い
た
し
ま
し
た
。

整
備
計
画
案
で
は
、
特
養
の
百
三
十
人

及
び
若
葉
ホ
ー
ム
を
園
外
に
建
設
し
た
後

は
、
そ
の
空
き
施
設
を
順
次
建
て
替
え
案

と
改
築
案
が
あ
り
ま
し
た
が
、
何
分
、
人

に
は
寿
命
が
あ
る
如
く
、
建
物
に
も
耐
用

年
数
が
あ
り
、
対
象
施
設
は
、
築
後
三
十

年
余
し
か
経
過
し
て
お
ら
ず
、
加
え
て
、

一●

補
助
物
件
で
も
あ

っ
た
の
で
、
大
規
模
改

修
工
事
と
い
た
し
ま
し
た
。

○
第

１１
号

（平
成
八
年
十

一
月
）

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
　
行
幸
啓

去
る
九
月
十
八
日
、
天
皇
、
皇
后
両
陛

下
に
は
、
過
密
な
御
来
県
御
日
程
の
中
か

ら
当
園
御
視
察
の
光
栄
に
浴
し
ま
し
た
。

千
載

一
遇
の
光
栄
で
あ
り
、
恐
燿
の
極
み

で
も
あ
り
ま
し
た
。
役
職
員
、
家
族
会
、

に
ヱ
る
。
今

の
せ
へ
で
こ
れ
を
軍
り
晨
す

ベ
ミ
ヽ
セ
。

○
第
１２
号

（平
成
九
年
五
月
）

稲
れ
に
織
を
本
ず
る
は
　
日
を
こ
れ
稲
柱

重
産
の
構
各
な
り

○
第
１３
号

（平
成
九
年
十

一
月
）

ヽ
修
め
ざ
れ
ば
　
稲
れ
こ
れ
が
た
め
晨
う

○
第
１４
号

（平
成
十
年
六
月
）

備
性
と
そ
そ
れ
　
助
単
に
子
ぶ

○
第
１５
号

（平
成
十
年
十
二
月
）

「ク
の
社
亨
場
は
、
す
む
」
「わ
の
社
亨
場

は
、
絶
敷
」
０
ヰ
飛
行
士
も
絶
段
の
人
も

そ
の
に
に
は
変
り
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

○
第
１６
号

（平
成
十

一
年
六
月
）

祠
極
の
理
動
と
は
Ｓ
を
持
し
、　
ド
の
中
に

Ｓ
を
植
え
る
事
で
も
あ
る
。

○
第
１７
号

（平
成
十

一
年
十
二
月
）

七
乱
は
日
本
列
島
卜
共

い
と
い
う
甚
人
な

Ａ
慮
を
逍
ｔ
た
。
こ
ネ
ス
の
る
せ
る
■
な

り
　
介
護
保
険
制
度
は
日
本
列
島
に
論
乱

を
た
ｔ
　
不
安
と
共
に
す
ゼ
を
後
せ
に
屯

す
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
人
の
る
せ
る

■
な
り
　
質
家
は
賛
人
よ
う
生
れ
、
絶
殻

の
人
こ
そ
質
人
と
白
負
す
べ
き
で
あ
る
。

○
第
１８
号

（平
成
十
二
年
六
月
）

絶
殻
の
を
は
キ
高
に
し
て
、
我
広
に
た
る

者
は

「渦
社
の
防
人
」
で
も
あ
る

○
第
１９
号

（平
成
十
二
年
九
月
）

ベ
ロ
を
持
す

「
一
人
村
さ
ぎ
れ
ば
　
民

こ
れ
が
た
め
飢
ゆ
」

○
第
２０
号

（平
成
十
二
年
十
二
月
）

「
一
日

一
生
」
、
生

に

の
原
点

で
あ

る

○
第
２‐
号

（平
成
十
三
年
三
月
）

稲
れ
行
政
と
は
、
集
合
行
政
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
應
す
る
た
め
に
は
、
絶
敷
の
理
壼
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陽 風 園 だ よ り 第 50号

関
係
者

一
同
御
奉
迎
申
し
上
げ
る
中
か
ら
、

両
陛
下
に
は
入
園
者

（
ハ
ビ
リ
ポ
ー
ト
若

葉
）
の
作
業
訓
練
等
を
御
視
察
の
う
え
、

親
し
く
お
励
ま
し
と
お
慰
め
の
心
温
か
い

数
々
の
お
言
葉
を
賜
り
ま
し
た
。
感
動
の

極
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。

○
第

１２
号

（平
成
九
年
五
月
）

簡
易
郵
便
局
開
局

陽
風
園
の
中
に
簡
易
郵
便
局
が
開
局
し

ま
し
た
。
そ
の
名
も

「金
沢
三
日
新
町
簡

易
郵
便
局
」
と
い
い
、
同
じ
名
称
で
当
園

に
隣
接
し
て
営
業
し
て
い
た
簡
易
局
が
昨

秋
に
閉
局
し
て
い
た
も
の
を
、
当
園
が
引

き
継
ぐ
形
で
開
局
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

○
第

１５
号

（平
成
十
年
十
二
月
）

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業

創
立
百
二
十
五
周
年
の
意
義
あ
る
記
念

事
業
も
、
無
事
、
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
厚
生
省
、
県
、
市
等
行
政
当
局

を
は
じ
め
、
関
係
諸
団
体
、
各
界
、
各
方

面
に
わ
た
る
関
係
諸
賢
の
ご
来
臨
、
ご
高

配
の
賜
で
あ
り
、
先
ず
心
か
ら
感
謝
し
、

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

百
二
十
五
周
年
の
慶
節
と
新
し
く
試
練

の
時
代

へ
の
対
応
と
心
得
な
が
ら
精
進
致

し
た
く
、
重
ね
て
各
方
面
の
ご
協
力
に
感

謝
し
、
今
後

一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
事
業
を
終
え
て
の
御
礼
の
言
葉

に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

○
第

１８
号

（平
成
十
二
年
六
月
）

第
二
万
陽
苑
増
改
築
工
事
竣
工

金
沢
市
大
桑
町
に
あ
り
ま
す
第
二
万
陽

苑
で
は
、
昨
年
十
月
よ
り
増
改
築
の
工
事

を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年
三
月

二
十
四
日
に
無
事
完
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
後
、
益

々
増
え
る
で
あ
ろ
う
福
祉
の

ニ
ー
ズ

に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

ハ

ー
ド
と

ソ
フ
ト
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
融
合
さ

）

せ
、
利
用
者
の
方
々
に
良
質
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

○
第

２０
号

（平
成
十
二
年
十
二
月
）

災
害
時
相
互
応
援
訓
練

訓
練
は
、
八
月
二
十

一
日
に
、
金
沢
市

を
中
心
と
し
た
震
度
六
強
の
直
下
型
地
震

が
発
生
し
、
多
数
の
死
傷
者
が
出
た
た
め
、

当
園
特
養
広
場

へ
避
難
し
た
と
い
う
想
定

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
崎
浦
地
区
町
会
連
合
会
と
当

園
が
先
に
締
結
し
た

「災
害
時
相
互
応
援

）

は
多
６
的
歓
熊
を
興
備
ゼ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

○
第
２２
号

（平
成
十
三
年
六
月
）

ヤ
ゼ
と
は
　
べ
絆
に
よ
る
間
え
で
も
あ
る
。

○
第
２３
号

（平
成
十
三
年
九
月
）

実
行
す
る
こ
と
こ
そ
稲
社
の
教
典
で
あ
る
。

○
第
２４
号

（平
成
十
三
年
十
二
月
）

ス
人
は
ス
を
そ
れ
る
　
人
人
は
人
を
憎
む

ス
人
も
人
人
も
薇
災
者
を
生
む
。
渦
社
と

は
、
不
幸
な
薇
災
者
と
共
生
す
る
ス
の
声
、

人
の
逍
で
も
あ
る
。
井
生
の
あ
る
人
に
は

十
七

が
あ
る

○
第
２５
号

（平
成
十
四
年
三
月
）

構
ミ
政
手
と
は
、
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
Ｓ
を

軍
り
晨
Ｌ
、

Ｓ
の
ｉ
産
を
構
各
す
る
こ
と

で
も
あ
る
。

○
第
２６
号

（平
成
十
四
年
六
月
）

ふ
る
２
を
資
す
る
Ｓ
は
、
家
庭
を
大
切
に

し
、
そ
の
に
は
日
を
資
す
る
Ｓ
で
も
あ
る
。

○
第
２７
号

（平
成
十
四
年
九
月
）

間
き
な
さ
い
　
話
な
さ
い
　
こ
ネ
が
稲
れ

の
原
立
で
も
あ
る

○
第
２８
号

（平
成
十
四
年
十
二
月
）

行
政
孜
手
は
、
痛
み
を
か
ｔ
ｔ
て
逍
逍
Ｌ

Ｓ
の
構
ｔ
次
手
は
、
十
セ
を
か
逹
ｔ
て
人
々

の
常
逍
　
に
あ

っ
て
の
財
で
も
あ
る

○
第
２９
号

（平
成
十
五
年
三
月
）

兵
ｔ
く
４
の
に
れ
は
変ヽ
わ
る
と
も
　
そ
の

ほ
に
は
今
も
変
わ
る
こ
と
な
ｔ
　
星
霜
で

二
十
年
　
目
の
姿
は
変
わ
る
と
も
　
本
社

の
ほ
に
は
、
今
も
綺
の
だ
と
友
わ
る
こ
と

な
ｔ
。

○
第
３０
号

（平
成
十
五
年
六
月
）

森
の
都
合
に
と
い
う
　
都
―モ
森
を
、
森
に

部
を
、
打
れ
か
は
丼
ら
な
い
　
絶
殻
と
は
、
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第 50号 陽 風 園 だ よ り

ま て 常
し 著 務

1奮 口

| ¬ 1甲‐た争撃
本申 θ)
田 寺
紅 門
氏 邦
に 次
お 氏
越 と
し 講
い 談
た 師
だ と
き し

協
定
」
に
基
づ
き
、
大
地
震
発
生
初
動
時

に
お
い
て
町
会
連
合

（七
町
会
）
と
当
園

が
相
互
に

一
致
協
力
し
、
救
援

・
救
護
対

策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
「
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

○
第

２６
号

（平
成
十
四
年
六
月
）

陽
風
園
金
沢
南
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

陽
風
園
で
は
、
平
成
十
四
年
五
月

一
日

か
ら
金
沢
市
南
部
地
区
の
伏
見
台
に
、
介

護
保
険
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
と
し
て

新
た
に
、
陽
風
園
金
沢
南
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
致
し
ま
し
た
。
開
設
に
あ
た

っ
て
は
、
地
域
の
方
々
は
じ
め
多
数
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

○
第

２８
号

（平
成
十
四
年
十
二
月
）

寺
門
邦
次
氏
　
神
田
　
紅
氏
　
敬
老
の
日

記
念
講
演

毎
年
の
恒
例
行
事
の

一
つ
で
あ
る
敬
老

の
日
記
念
行
事
に
日
本
宇
宙
フ
オ
ー
ラ
ム

○
第

３‐
号

（平
成
十
五
年
九
月
）

創
立
百
三
十
周
年
の
記
念
式
典

創
立
百
三
十
周
年
の
記
念
式
典
も
無
事

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
知
事
、

市
長
を
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席

を
頂
き
、
清
楚
な
が
ら
も
意
義
深
い
式
典

で
も
あ
り
ま
し
た
。
計
画
に
、
執
行
に
と

ご
協
力
を
頂
い
た
職
員

一
同
の
真
摯
な
ご

協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
感
謝
の
極
み

で
も
あ
り
ま
す
。
凡
そ
、
福
祉
施
設
に
し

て
百
三
十
周
年
の
慶
節
を
迎
え
る
の
は
、

斯
界
に
お
い
て
は
稀
有
な
こ
と
で
あ
り
、

園
に
と

っ
て
は
園
史
の

一
頁
を
画
す
る
記

念
事
業
だ
け
に
、
そ
の
意
義
は
重
く
、
こ

の
責
を
呆
た
す
私
共
の
使
命
も
ま
た
重
し

と
申
す
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
幸

い
、

職
員

一
同
の
共
有
の
課
題
と
し
て
、
そ
の

責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
幸
甚

の
限
り
で
あ
り
ま
す
。

○
第

３３
号

（平
成
十
六
年
三
月
）

祈
平
安
　
～
干
羽
鶴
に
祈
り
を
込
め
て
～

二
月
十
八
日
、
イ
ラ
ク
ヘ
復
興
支
援
の

た
め
派
遣
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
の
方
々
が
、

無
事
帰
国
す
る
こ
と
を
祈
願
し
て
千
羽
鶴

を
航
空
自
衛
隊
小
松
基
地
及
び
陸
上
自
衛

隊
金
沢
駐
屯
地
に
届
け
ま
し
た
。

都

（
ハ
ー
ド
）
と
森

（
ソ
フ
ト
）
が
同
時

に
生
ま
れ
いて

っ
た
奥
し
い
口
で
も
あ
る

○
第
３‐
号

（平
成
十
五
年
九
月
）

「日

の
創
段
は
咽
に
た
キ
」

「広
坂
暴
庁

府

の
二
暴
は
咽
確
六
キ
」

そ
の
ほ
え
を

蛯
れ
ば
　
時
を
井
に
Ｌ
　
行
政
と
稲
私
と

は
そ
の
原
上
に
お

い
て
も
変
わ
る
こ
と
な

○
第
３２
号

（平
成
十
五
年
十
二
月
）

ス
■
な
き
人
は
な
ｔ
　
そ
の
祝

ベ
ーモ
ふ
く

す
は
人
伶
の
人
我
な
り

○
第
３３
号

（平
成
十
六
年
三
月
）

人
自
然
に
子
ぶ
こ
と
多
ｔ
李
峰
は
人
生
の

師
で
も
あ
る

○
第
３４
号

（平
成
十
六
年
六
月
）

た
致
の
子
ら
ス
■
の
も
と
に
行
る
　
κ
の

行
日
で
あ
る
こ
と
を
行
る
　
子
の
た
め
―モ

○
第
３５
号

（平
成
十
六
年
九
月
）

軟
多
各
験
者

（高
鉾
者
）
こ
そ
真
の
子
を

ｉ
我
者
で
も
あ
る

○
第
３６
号

（平
成
十
六
年
十
二
月
）

ス
人
を
呪
い
人
人
を
悟
む
　
へ
々
は
、
常

に
薇
災
者
の
家
族
の

一
人
で
あ
る
こ
と
を

自
へ
す
る
絶
殻
の
人
で
も
あ
る

○
第
３７
号

（平
成
十
七
年
三
月
）

罹
人
た

へ
帰
る
ド
に
は
大
き

い
　
ｔ
む
し
、

行
る
こ
と
の
よ
ろ
こ
び
に
よ
う
人
き
な
ヤ

ゼ
で
も
あ
る

○
第
３８
号

（平
成
十
七
年
六
月
）

Ｊ
Ｒ
輌
日
本
社
の
惨
亨
　
理
乾
チ

一
人
の

た
め
に
社
自
体
制
を
間
う
　
そ
の
原
点
―モ

ム
者
を
…

○
第
３９
号

（平
成
十
七
年
九
月
）

丼
本
の
せ
界
逍
産
を
よ
ろ
こ
び
え
の
竜
産
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陽 風 園 だ よ り 第 50号

○
第

３６
号

（平
成
十
六
年
十
二
月
）

み
ず
き
保
育
園
、
陽
風
園
木
越
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
起
工

平
成
十
六
年
七
月
二
十
八
日
、
金
沢
市

み
ず
き
四
丁
目

一
番
地
に
お
い
て

”
み
ず

き
保
育
園
“
建
設
工
事
起
工
式
を
、
平
成

十
六
年
九
月

一
日
、
金
沢
市
木
越
町
チ
六

十
番
地

一
に
お
い
て

”
陽
風
園
木
越
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
“
建
設
工
事
起
工
式

を
執
り
行
い
、
現
在
、
双
方
と
も
順
調
に

工
事
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

○
第

３８
号

（平
成
十
七
年
六
月
）

み
ず
き
保
育
園
及
び
陽
風
園
木
越
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
竣
正
式

平
成
十
七
年
二
月
二
十
五
日
に
、
み
ず

き
保
育
園
、
陽
風
園
木
越
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
及
び
陽
風
園
木
越
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
の
竣
工
式
を
執
り
行

い
ま
し
た
。

当
日
は
雪
が
ち
ら
つ
く
寒
い
天
気
と
な
り

ま
し
た
が
、
金
沢
市
長
を
は
じ
め
関
係
各

界
か
ら
約
八
十
名
の
方
々
に
ご
参
列
を
い

た
だ
き
盛
大
に
行
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

施
設
を
二
か
所
移
動
し
な
が
ら
の
慌
し
い

竣
工
式
で
あ
り
、
ご
参
列
頂
き
ま
し
た
皆

様
方
に
は
ご
足
労
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

種
別
を
異
に
す
る
二
か
所
の
施
設
が
同
時

に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
こ
そ
意
義
を
感

じ
ま
す
。

○
第

４５
号

（平
成
十
九
年
三
月
）

節
分
祭

今
年
は
、
ご
来
賓
と
し
て
金
城
大
学
短

期
大
学
部
丹
羽
俊
夫
教
授
を
お
招
き
し
、

例
年
通
り
、
園
講
堂
で
安
田
理
事
長
と
利

用
者
の
年
男
、
年
女
の
代
表
者
十
六
名
に

よ
り
盛
大
に
豆
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

○
第

４６
号

（平
成
十
九
年
六
月
）

能
登
半
島
地
震
被
災
者
支
援
に
参
加
し
て

三
月
二
十
五
日
朝
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
は
震
度
６
強
を
観
測
し
、
能
登
を
中

心
に
各
地
で
民
家
が
倒
壊
し
、
死
傷
者
は

）

一
五
〇
人
を
越
え
た
と
言
い
ま
す
。
避
難

所
の
高
齢
者
に
対
す
る
介
護
職
員
の
派
遣

協
力
の
た
め
四
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
の

三
日
間
の
派
遣
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

○
第

４９
号

（平
成
二
〇
年
三
月
）

土
丼
宇
宙
飛
行
士
に
干
羽
鶴

三
月
に
打
ち
上
げ
た
米
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ

ト
ル
に
搭
乗
し
た
土
井
宇
宙
飛
行
士
に
、

金
沢
市
東
京
事
務
所
長
を
通
し
て
千
羽
鶴

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

沈

任

ご
挨

拶

第
十
代
理
事
長
　
奥
　
　
　
　
清

社
会
福
祉
法
人
陽
風
園
の
理
事
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
先
ず
、
園
祖
小

野
太
三
郎
さ
ん
の
墓
前
に
額
ず
き
、
心

引
き
締
る
思
い
と
と
も
に
、
在
り
し
日

の
人
と
な
り
を
偲
び
ま
し
た
。

私
も
、
大
三
郎
さ
ん
の
お
心
を
肝
に

銘
じ
、
誠
実
に
お
勤
め
し
ま
す
と
手
を

合
せ
て
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

一

（ポ
ー
ラ
ン
ド
）
を
恣
ｔ
む
　
せ
に
ホ
だ

稲
社
重
産
な
ｔ
　
打
故
だ
ろ
う
か

○
第
４０
号

（平
成
十
七
年
十
二
月
）

窮
す
れ
ば
こ
す
る
で
は
な
く
理
解
す
れ
ば

逍
白
ず
か
ら
逍
ｔ
　
こ
れ
が
孜
手
の
逍
表

で
も
あ
る

○
第
４‐
号

（平
成
十
八
年
三
月
）

処
冬
に
た
人
の
智
恙
を
子
ぶ

○
第
４２
号

（平
成
十
八
年
六
月
）

行
政
と
は
名
社
の
条
て
で
あ
る

（ル
ム
市

長
‐
議
会
答
キ
よ
う
）

○
第
４３
号

（平
成
十
八
年
九
月
）

感
動
は
人
を
サ
び
　
人
自
ら
集
ま
る

○
第
４４
号

（平
成
十
八
年
十
二
月
）

師
た
の
み
子
は
新
年
、
間
え

へ
の
み
替
え

で
あ
る
。
み
幸
は
諸
ら
ず
ど
も
せ
の
■
れ

を
■
す
Ｓ
の
み
替
え
を
教
え
奇
し
て
い
る

今
の
せ
で
あ
る
。

ｓ
？
み
答
え
を
行
え
ば

自

ら

閻

え

の
よ

ろ

こ
グ

が

つ

い
て
未

る
。

○
第
４５
号

（平
成
十
九
年
三
月
）

京
え
を
大
切
―で
す
る
ｓ
は
よ
る
２
を
資
ｔ

そ
の
ヽ
は
日
を
資
す
る
ｓ
で
も
あ
る

○
第
４６
号

（平
成
十
九
年
六
月
）

崎

責

は

兵

樵

な

り

（
十

旨

ね

由

閻

）

動
校
好
昔
は
資
源
な
き
日
本
の
奥
樵
な
り

（安
格
由
闊
）

○
第
４８
号

（平
成
十
九
年
十
二
月
）

笑
顔
が
あ
る
治
―モ
は
十
ゼ
が
あ
り
、
北
鵜

が
あ

る

○
第
４９
号

（平
成
二
十
年
三
月
）

子
供
叱
る
な
未
た
逍
だ
も
の

キ
を
人
事
に
行
く
逍
だ
も
の

ネ
六
逍
　
行
く
逍
　
′一
人
権

重
う
な
お
ｔ
の
で
き

ぬ
近

11,1'マ

Fソ

式

Ｈ

工

＝

保

一　
　
′

サ 唆
ヽ

１

　

一

■

ク／ヽ

“
Ｈ

“
Ｌ

スヒ
き
薫纏

ず
財

み
服

祝
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第 50号 陽 風 園 だ よ り

陽
風
園
日
記

２

月節
分
祭
　
　
　
　
（陽
風
園

・
各
施
設
）

交
通
安
全
チ
ョ
コ
つ
と
ア
ド
バ
イ
ス（陽

風
園
）

誕
生
会

・
喫
茶
　
　
　
　
　
（各
施
設
）

卓
上
献
立
　
　
　
　
（万
陽

。
第
二
万
）

ゲ
ー
ム
大
会

（万
陽
・万
陽
デ
イ
。第
三
万
。第
三
万
デ
イ
士
一陽
）

料
理
教
室
　
　
　
　
　
　
　
（向
陽
苑
）

家
族
介
護
者
教
室
　
　
　
（万
陽
デ
イ
）

菊
川
。大
桑
団
地
・十
一屋
地
区
・浦
崎

つ
つ
じ
が
丘
健
康
づ
く
り
教
室

（地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
）

生
き
生
き
健
康
支
援
　
（第
三
万
デ
イ
）

作
業
収
益
還
元
旅
行
　
（三
陽
ホ
ー
ム
）

節
分
カ
ラ
オ
ケ
大
会（

ハ
ビ
リ
ポ
ー
ト
若
葉
）

表
現
会

・
保
育
参
観

・
入
園
説
明
会

紙
芝
居
ボ
ラ
と
ア
ィ
ア
（み
ず
き
保
育
園
）

か
き
餅
作
り
　
　
　
　
　
（木
越
デ
イ
）

３
月理

事
会

・
評
議
員
会

す
み
れ
会
演
芸
ボ
ラ
と
ア
ィ
ア

美
容
ボ
ラ
イ
ア
ィ
ア
　
　
　
（陽
風
園
）

誕
生
会

。
喫
茶
　
　
　
　
　
（各
施
設
）

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
　
　
　
　
（特
養
三
施
設
）

卓
上
献
立
　
　
　
　
　
（向
陽

。
万
陽
）

茶
話
会
　
　
　
　
（万
陽
デ
イ

・
若
葉
）

ゲ
ー
ム
大
会
　
　
　
　
　
　
（向
陽
苑
）

菊
川
・
大
桑
団
地
・
十
一屋
地
区
・
崎
浦

つ
つ
じ
が
丘
・
内
川
健
康
づ
く
り
教
室

（地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
）

ひ
ま
は
リ
カ
ツ
ト
ボ
ラ
と
ア
ィ
ア

デ
ザ
ー
ト
バ
イ
キ
ン
グ
　
（第
二
万
陽
苑
）

二
水
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
訪
間

（第
三
万
陽
苑
）

作
業
収
益
還
元
旅
行
　
（三
陽
ホ
ー
ム
）

作
業
懇
談
会
　
　
（あ
け
ぼ
の
作
業
所
）

保
育
参
観

・
餅
つ
き

。
ひ
な
祭
り
会

お
別
れ
会

・
卒
園
式

（み
ず
き
保
育
園
）

カ
ラ
オ
ケ
一直
線
　
　
　
　
（木
越
デ
イ
）

４
月職

員
辞
令
交
付

。
初
任
職
員
研
修

物
故
者
追
悼
法
要

定
期
健
康
診
断

胡
蝶
会
新
舞
踊
ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
（陽
風
園
）

誕
生
会

・
喫
茶

花
見

・
花
見
ド
ラ
イ
ブ
　
　
（各
施
設
）

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
　
　
　
　
（特
養
三
施
設
）

卓
上
献
立
　
　
　
　
　
　
　
（万
陽
苑
）

家
族
介
護
者
教
室
　
　
　
（万
陽
デ
イ
）

菊
川
・大
桑
団
地
。十
一屋
地
区
・崎
浦

つ
つ
じ
が
丘
健
康
づ
く
り
教
室

（地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
）

ひ
ま
は
リ
カ
ッ
ト
ボ
ラ
と
ア
ィ
ア

（第
二
万
陽
苑
）

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
懇
談
会穴

ビ
リ
ポ
ー
ト
若
葉
）

入
園
式

。
進
級
式
　
（み
ず
き
保
育
園
）

健
康
教
室

「高
血
圧
予
防
の
減
塩
食
」

手
作
り
お
や
つ
　
　
　
　
（木
越
デ
イ
）

)一 ◇―◆―◇―◆―◇―◆―◇―◆―◇―◆一◇―◆―◇―◆―◇―◆―◇―◆―◇―◆―◇―◆―◇―◆―◇―◆―◇―◆―◇―◆―◇―◆―◇―◆―く

入園者の変動状況 (2月～4月 )

ふれあいのまちづくり事業活動

在宅サービス利用状況 (2月～4月 )

施 設 名 事 業 延人数

万 陽 苑

シ ヨ ー ト ス テ イ 305
「ア イ サ ビ ス 880
ホ ー ム ヘ ル プ サ ー ビ ス 262
配 食 サ ー ビ ス 486
移 送 入 浴 サ ー ビ ス 43

居 宅 介 護 支 援 事 業 517

お年寄り地域
福祉支援センター

予 防 プ フ ン 889
介 護

日
口 談 318

木 越
『ア イ サ ビ ス 751

居 宅 介 護 支 援 事 業 88

第二万陽苑

シ ョ ー ト ス テ イ 230
ホ ー ム ヘ ル プ サ ー ビ ス 234
居 宅 介 護 支 援 事 業 130

金 沢 南 居 宅 介 護 支 援 事 業 176

第三万陽苑

シ ヨ ー ト ス テ イ 705
「ア イ サ ビ ス 752
居 宅 介 護 支 援 事 業 190

八ビリポート若葉
シ ヨ ー ト ス テ イ 22

日 中 一 時 支 援 事 業 4

施 設 名 入園者数
(5月 1日 現在)

入 所 退 所

向 陽 苑 240 7 10

万 陽 苑 189 26 24

第二万陽苑 145 23 24

第三万陽苑 148 17 14

三陽ホーム 106 0 0

llビリポート若葉 207 0 2

あけぼの作業所 39 0

みずき保育園 174 31 39

診 療 所 14 16 16

口 計 1,262 120 130

講 師 派 遣 日 数

2月 3月 4月 計

0 0 1
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陽 風 園 だ よ り 第 50号

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

す
み
れ
会

胡
蝶
会

カ
ト
レ
ア
の
会

小
西
グ
ル
ー
プ

ひ
だ
ま
リ
グ
ル
ー
プ

ひ
ま
は
り
の
会

葉
月
の
会

合
歓

の
会

三
色
す
み
れ
の
会

新
畑
　
光
文

勝
尾
外
美
子

朝
倉
　
晴
江

川
畑
　
翔
史

村
尾
　
和
子

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（野
々
市
町
）

（愛
知
県
）

（金
沢
市
）

安
岡
　
龍
男

中
村
　
　
優

大
草
　
　
一元

北
村
由
美
子

高
窪
千
寿
子

（金
沢
市
）

（白
山
市
）

（内
灘
町
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（順
不
同

・
敬
称
略
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（白
山
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

朝
倉
　
　
董
¨
（金
沢
市
）

塩
崎
　
綾
子

（金
沢
市
）

寄
附
物
品
の
部

弥
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

的

加
賀
雄
司
宮
田

多
賀
商
店

ｍ

雄
中

不
室
屋

中
田
　
浩
二

中
谷

　

一
男

永
井
五
十
鈴

法
村
　
龍
夫

千
田
　
静
子

西
村
　
忠
義

谷

　
　
一
則

奥
　
　
　
清

三
田
村
芳
江

小
川
浩
太
郎

山
内
　
」浮
史

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（能
美
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（金
沢
市
）

（自
山
市
）

寄

附

金

の

部

あ
け
ぼ
の
作
業
所
保
護
者
会
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

崎
浦
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
会
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
市
）

的
福
祉
施
設
共
済
会

一
丸
　
菊
男

（津
幡
町
）

北
出
　
キ
ョ

（金
沢
市
）

宮
野
　
順
子

（野
々
市
町
）

西
嶋
外
喜
子

（金
沢
市
）

中
谷

　
一
男

（金
沢
市
）

田
中
　
千
尋

（金
沢
市
）

飯
田
　
　
賞

（金
沢
市
）

小
野
　
陽
子

（金
沢
市
）

下
田
　
忠
夫

（横
浜
市
）

浅
田

そ
の
他
匿
名
　
一二
十
六
名

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第 50号 (資料) 陽 風 園 だ よ り

社会福祉法人 陽風園

平成19年度 事業報告及び決算状況

平成19年 4月 1日 から平成20年 3月 31日 までの期間における園の事業実績並びに重要事項を、次の

とおり報告いたします。

l 事業の変更等

(1)陽風園金沢南生活支援センターは、平成20年 3月 31日 をもって閉所し、その機能を陽風園の各居

宅介護支援事業へ統合しました。

(2)日本財団の福祉車両助成により、万陽苑に車いす対応車 (軽自動車)を 配備しました。

2 福祉サービス向上への取 り組み

(1)社会福祉事業の目的に従い、福祉サービス利用者の尊厳を保持しつつ、自立した生活を地域社会  ―

において営むことができるように支援することと、地域における社会福祉の推進を図るため、各

々の施設において、事業計画の基本方針に基づき、利用者個々の心身及び生活の1大態、又は地域

のニーズに即したサービスの実施に努めました。

(2)生活環境の整備として、向陽苑の外壁を改修しました。万陽苑の トイレを車いすで利用しやすく

広 くしました。第二万陽苑の トイレを車いすで利用しやすく改修しました。三陽ホームの作業場

の トイレを改修したほか利用者用 トイレにナースコールを設置し、安全に配慮 した環境を整えま

した。あけぼの作業所のタト壁を改修しました。

(3)三陽ホーム、ハビリポート若葉、あけぼの作業所において、適切な作業指導 。支援を行いました。

3 在宅福祉サービスヘの取 り組み

(1)在宅サービス及び施設機能の提供

ア 短期入所サービス           カ 居宅介護支援事業

イ 老人デイサービス           キ 生活援助員の派遣

ウ 移送入浴サービス、配食サービス    ク 子育て支援・世代間交流

工 在宅者の福祉相談援助         ケ 地域生活の援助

オ 訪問介護サービス           コ 地域福祉の推進援助

(2)施設の開放

ア 地域の町内会等への場所提供

イ 地域交流・行事への参加よびかけ

ウ ボランティア・実習生の受け入れ

4 防災への取 り組み

災害時相互応援協定に基づき、崎浦地区自主防災訓練に参加しました。

5 職員の資質向上への取 り組み

各種資格取得にむけ必要な援助を行いました。



陽 風 園 だ よ り 第 50号 (資料)

詳
ゆ
甜
詳
判
淋
ゆ
翠

鵬

疏

４

漏

州

湘
汗
Ｎ
ｏ
や
ω
油
〓

回
洲
計

（憮
甫

一
コ
）

州
器
腑
響
渇
�
翠
細
珊

（
Ⅲ
）
引
爵
こ

■
ト
コ
Ｈ
回

詳
ゆ
甜
詳
＝
淋
ゆ
翠

（
Ш
剛
）

И「
Ｍ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
岱
「
ω
油
一∞
Ｐ
□

（無
高

¨
コ
）

（
悧
団
）

用
ぷ
滸
Ｎ
ｏ
♪
円
ω
油
ω
【
□

腑
ゆ
焙
�
翠
細
珊

（
珊
）
湘
洛
８

■
卜
油
〕
□

腑
冊
０
嬰
”
翠

耐
　
　
ゞ

甜

淋

ゞ

藤
薄
澤
Ｑ
辞
剛

＝
言
価
難
胸

串
加
澤
Ｑ
隷
劉

淋
　
　
悧
」

賣
訊
判
淋
ゆ
翠
洲
浄
ゆ

辞
剛
Ⅷ
訃
騨
蒲
醇
＃
満
洲
ゆ

蒻
爺
軍
＃
浬
前
日
洲
ゆ

朴
０
さ
Э
前
日
洲
ゆ

ふ
０
さ
０
回
満
摩
剛

申
０
さ
０
回
Ｈ
腑
冊

卜 耐

諄 ゞ

桝
排
母
冊

回
Ｈ
腑
耐

泌
ゆ
洲
ゆ

針
自
訓
丼

丼
着
ゆ

日
琳
ゆ

卦
ド
Ｄ

由
当
球
〓
ゆ

朴
Э
さ
０
許
響
摩
Ｎ

漸
響
腑
冊

摩

Ｎ

Э

製

馨

冷

単

回

ｏ
∞̈
ｏ
ｍ
・ω
ヽ
ｏ
Ӵ
Ｏ
Ｎ

Φ
Ｎ
。い
い
０
・０
卜
Ｐ

∞
いヽ
Φ
∞
つい
〇
〇

Ｈ
Ｏ
・卜
一
Ｐ
。い
∞
い

ヽ
「
・Ｏ
Ｎ
Φ
・い
い
ト

Ｐ
卜
⑬
∞ヽ
ｕ
ω
・ω
Ｏ
Ｐ

∞
日
〇
いヽ
ω
Ｎ

い
・〇
〇
〇
〇ヽ
〇
〇

ω
卜
ヽ
・Ｏ
Ｐ
∞
・〇
〇
〇

Ｎ
Φ
卜
・〇
【
∞
いヽ
ω
Ｏ

Ｎ
Ｏ
Ｎ
。Ｏ
〇
〇
・〇
〇
〇

い
∞ヽ
〇
〇
・〇
〇
〇

一
〕］
ｕ
ヽ
Ｎ̈
輌
一
いヽ
Ｏ
ω

い
つい
日
〇
∞ヽ
Φ
Ｐ
・∞
〇
〇

Ｐ
・Ｈ
Ｏ
Ｎ
ω゙
Ｎ
∞
・卜
〇
∞

０
〕ω
Ч
ω
ｍ̈
Ｏ
ヽ
】Ч
一
ヽ

Ч
錮̈
Ｎ
Ч
錮̈
一
〇
Ｎ̈
Ｏ
Ч

Ｐ
∞ヽ
〇
卜
卜ヽ
Ｎ
∞
。Ｎ
卜
Ｎ

卜
０
「
。Φ
∞
〇
・０
∞
Ｎ

卜
Ｐ
Ｏ
）∞
Ｏ
ω
。日
０
∞

∞
∞
Φ
・∞
∞
ｕ

り
いヽ
ヽ
い
卜ヽ
Φ
ヽ

卜
Φ
ωヽ
Ｏ
Ｏ
】〇
∞
〓

Ｎ
Φ
・０
い
い

Ｎ
Ｎ̈
判
Ч
∞̈
ω
Ｏ
¨ヽ
０
い

ゆ

　

　

鉗

Ｄ
廊
渾
Ｑ
薄
腑
冊
０
嬰
”
翠

謙
鵬
冊
０
嬰
”
翠

ヽ
当
蒲
醇
部
響
賣
刈
獣
魁

３
●
鵬
当
薄
碑
錦
響
活
刈
淋
磁
）

済
遇
蒲
鱒
腑
響
焙
糾
淋
鼎

卜
書
畔
前
日
ゆ

Ｓ
謙
離
日
ゆ

蒻
「
早
＃
湮
前
日
ゆ

詳
騨
躊
罫
♯
前
日
ゆ

申
０
書
０
飾
＝
ゆ

回
冊
彗
ヨ
ゆ
＝
粛
湮
飾
＝
ゆ

桝
丼
ゆ

言

バ

Ｎ

Ｏ

製

�
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Ӵ
ヽ
ω
】Ч
Ｎ
】

Ｐ
∞
∞
。Ｏ
Ｏ
ｕ
・Φ
Ｎ
ト

Ｐ
）日
卜
ヽ
。「
Φ
Ｎ

卜
〇
・〇
〇
〇

ゆ

　

　

鑓

鵬
聖
蒲
碑
ゆ

�
圧
”
翠

ヽ
書
畔
料
ト

判
黎
畔
計
ト

蒲
浄
ゆ
刈
辟

焙
＞
”
翠

裳
油
Ш
＝
洋
羊

筐
＝
溢
濁
�
＝
麟
羊

諜
漏
沖

Ш
　
汁
　
華

田

Ｏ
］
ヽ
い０
一
∞

∞
〕ｍ
］
∞
】国
ヽ
Ｏ

〇
∞ヽ
Ｏ
ｕ
・∞
∞
ト

Ｎ
ｕ
ｍ
・ヽ
日
Ｎ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
〇ヽ
〇
〇

∞
】∞
ω
ω
〕］
Ｏ
ヽ

∞
いヽ
０
日
いヽ
卜
∞

卜
ヽ
い
いヽ
卜
Ｎ

Ｏ
Ｏ
・〇
ヽ
Φ

ゆ

　

　

鉗



陽 風 園 だ よ り 第 50号 (資料)

財 産 目 録
平成20年 3月 31日現在 社会福祉法人 陽風園

(単位 :円 )

資産・負債の内訳 金 額

I 資産の部

1 流動資産

北國銀行 外現金預金

国債 外有価証券

           月分介護報酬 外3未収金

                  外アスパラK貯蔵品

職員給与欠勤分立替金

施設総合損害補償保険料 外前払金

図書券 外その他の流動資産

流動資産合計

2 固定資産

(1)基本財産

建物

土地

基本財産合計

(2)その他の固定資産

温室 外建物

月匈像  外構築物

           電動型昇降浴槽 外機械及び装置

自動車 外車輌運搬具
|         パ ソ コ ン  外器具及び備品

電話回線権権利

             口新町簡易郵便局元入金収益事業会計元入金

措置費施設繰越特定預金   北國銀行定期預金 外

北國銀行定期預金 外移行時特別積立預金

施設整備等積立預金 外その他の積立預金

壁面パネルその他の固定資産

その他の固定資産合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

            月分光熱水費 外3未払金

            月分源泉所得税 外3預 り金

利用者負担金前受金

賞与引当金

流動負債合計

2 固定負債

独立行政法人福祉医療機構 外 5件設備資金借入金

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

359,803,664

497,986,982

452,736,287

6,978,036

839,385

5,272,497

79,655

323,696,506

210,891,306

162,373,408

373,264,714

97,566,641

8,593,560

10,421,585

27,679,554

155,124,680

310,532

5,000,000

347,518,000

294,018,230

233,325,000

5,300,000

184,857,782

558,122,496

881,819,002

177,694,485

19,295,414

288,500

92,289,000

289,567,399

549,170,000

8,108,507

557,278,507

846,845,906

５

　

１

　
６

１

　
７

　
９

差引純財産 9,0341973,096


